
「
世
界
を
み
つ

め
地
域
に
生
き

る
」。
私
が
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

入
職
当
時
使
わ

れ
て
い
た
標
語

で
あ
る
。
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立

１
０
０
周
年
記

念
の
標
語
と
し
て
、
１
９
７

８
年
に
全
国
公
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。

世
界
を
見
る
俯
瞰
的
な
視
座

か
ら
、
身
近
な
地
域
へ
具
体

的
な
行
動
と
し
て
活
か
し
て

い
く
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
、
働
く
上
で
ず
っ
と
自

分
の
大
切
な
軸
と
な
っ
て
い

る
。
▼
そ
れ
か
ら
35
年
た

ち
、
身
近
に
外
国
籍
の
方
、

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
方
が

年
々
増
え
て
い
る
。
か
つ
て

「
世
界
」
と
「
地
域
」
の
語

順
が
時
折
混
乱
し
た
が
、
今

な
ら
「
地
域
を
み
つ
め
世
界

に
生
き
る
」
と
い
う
語
順
で

あ
っ
て
も
新
た
な
意
味
を
持

つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
地
域
」が
、
単
な
る
生
活
の

場
で
は
な
く
、
世
界
と
繋
が

る
た
め
の
重
要
な「
土
台
」で

あ
り
「
拠
点
」
と
な
る
。
足

元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題

や
魅
力
を
知
り
、
何
が
大
切

な
の
か
を
見
つ
め
直
し
、
目

の
前
の
他
者
を
理
解
し
、
目

の
前
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
、
世
界
に
繋
が
る
足
掛
か

り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
▼
い
つ
か
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
国
に
、
あ
る

日
突
然
簡
単
に
行
け
な
く
な

る
こ
と
を
知
っ
た
。「
地
域
」

か
ら
「
世
界
」
に
向
け
て
、

限
ら
れ
た
時
間
や
与
え
ら
れ

た
状
況
の
中
で
、
隣
人
と
と

も
に
身
近
な
働
き
を
大
切
に

行
動
し
て
い
き
た
い
。

（
広
報
室・Ｉ
Ｔ
室　

小
松
佳
子
）

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
つ
な
ぐ

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３
０
」

星
野　

初
め
に
、
世
界
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２

０
３
０
」
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

サ
ス　
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２

０
３
０
」
は
、
２
０
１
９
年

の
カ
ル
ロ
ス
総
主
事
の
就
任

直
後
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
非
常

に
多
様
で
、
活
動
も
さ
ま
ざ

ま
な
た
め
、「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

何
を
し
て
い
る
か
」
を
一
言

で
説
明
す
る
の
は
と
て
も
難

し
く
、
す
べ
て
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
ま
と

ま
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

例
え
る
な
ら
、「
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３
０
」
は
島
々

を
つ
な
ぐ
橋
。
相
互
理
解
と

一
体
感
を
生
み
出
し
ま
す
。

「
誰
も
が
、
自
分
自
身
、
社

会
、
自
然
と
調
和
し
て
生
き

ら
れ
る
世
界
を
築
く
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
４
つ
の
柱

と
12
の
目
標
、
そ
し
て
柱
ご

と
に
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て

の
「
誓
約
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
域
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
状
況
や
活
動
に
合
わ

せ
て
解
釈
・
展
開
で
き
る
よ

う
、
意
図
的
に
余
白
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の

す
べ
て
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
共
通

す
る
単
一
の
戦
略
は
存
在
し

な
い
た
め
、重
要
な
の
は「
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３
０
」
と

の
整
合
性
と
、
そ
の
精
神
の

共
有
で
す
。

　
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３

０
」
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
伝
統

的
な
「
精
神
・
知
性
・
身
体
」

と
い
う
三
角
形
の
理
念
に
、

現
代
の
若
者
や
地
域
社
会
の

声
を
融
合
さ
せ
た
、
伝
統
と

未
来
の
ブ
レ
ン
ド
で
す
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
内
部
（
ス

タ
ッ
フ
・
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
か
ら
、
地
域
社
会
、

日
本
社
会
、
そ
し
て
世
界
へ

と
、
影
響
力
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。
共
通
の
方
向
性
を
持

つ
か
ら
こ
そ
、
影
響
力
は
格

段
に
大
き
く
な
る
の
で
す
。

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」が

も
た
ら
す
変
化

サ
ン
ヴ
ィ
ー　

４
つ
の
柱
は
、

「
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、

こ
の
世
界
を
よ
り
良
い
場
所

に
す
る
」
と
い
う
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３
０
」
の
た
だ

一
つ
の
使
命
の
も
と
、
私
た

ち
を
つ
な
ぐ
も
の
で
す
。　

　

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
と
い
う
概

念
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
（
世

界
規
模
）
と
ロ
ー
カ
ル
（
地

域
規
模
）
を
掛
け
合
わ
せ
た

言
葉
で
す
。
世
界
的
な
視
野

を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
で
具

体
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、

よ
り
大
き
な
変
化
を
生
み
出

せ
る
の
で
す
。

サ
ス
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２

０
３
０
」
は
単
な
る
文
書
で

は
な
く
、
地
域
で
の
実
践
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
す
。
あ

な
た
が
自
分
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

行
う
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動

は
、世
界
の
約
１
２
，０
０
０

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
も
同
様
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
つ
な
が
っ
た
時
、

私
た
ち
は
「
一
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
」
と
な
り
、
世
界
規
模
の

影
響
を
生
み
出
す
の
で
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
か
ら
未
来
を
描

く「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」

星
野　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

も
、
創
立
１
５
０
周
年
と
な

る
２
０
３
０
年
に
向
け
て

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
急
速
に

変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
全

員
が
共
有
で
き
る「
羅
針
盤
」

と
し
て
、
５
つ
の
行
動
指
針

を
掲
げ
て
い
ま
す
（
＝
左
記

参
照
）。

中
元　

行
動
指
針
の
１
つ
目

は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
時
の
思

い
に
立
ち
返
り
、
若
者
が
輝

け
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。
２

つ
目
は
、
地
域
の
課
題
に
向

き
合
い
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

こ
と
。
３
つ
目
は
、
国
籍
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
様
な
価

値
観
が
広
が
る
中
で
、
孤
立

す
る
人
々
に
寄
り
添
い
、
つ

な
ぎ
、
尊
重
す
る
こ
と
。
４

つ
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
環
境
を
守
る
こ
と
。
５
つ

目
は
、
こ
の
行
動
指
針
を
実

行
し
て
い
く
た
め

に
必
要
不
可
欠
な

組
織
の
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
。

　

会
員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
、

地
域
の
人
々
、
志

を
同
じ
く
す
る
団

体
や
企
業
と
共

に
、
こ
の
活
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

サ
ン
ヴ
ィ
ー　

そ
の

志
が
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。「
多

様
性
」
は
、
１
と

２
の
行
動
指
針
に

す
で
に
含
ま
れ
て

お
り
、
加
え
て
、

日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
大
切
に
し
て
き

た
「
平
和
」
の
視
点
も
含
ま

れ
る
と
、
よ
り
意
義
深
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

サ
ス　

私
が
評
価
し
た
い
の

は
、「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０

３
０
」
の
４
つ
の
柱
す
べ
て

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
５
番
目
の
「
組
織
基

盤
の
強
化
」
は
世
界
中
の
多

く
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
も
注
目
さ

れ
て
お
り
、「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ 

２
０
３
０
」
の
「
ｍ
ｅ
ａ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
ｆ
ｕ
ｌ 

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
に

も
通
じ
ま
す
。
職
場
環
境
の

改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
４
つ
の
柱
を
横
断
的
、

包
括
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

点
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

星
野　

私
た
ち
の
究
極
の
目

的
は
、
す
で
に
『
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
使
命
』
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
願
い
や

５
つ
の
行
動
指
針
は
、
こ
の

使
命
を
果
た
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　

現
在
は
、
約
８
０
０
人
の

職
員
と
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」
を
共
有
し
、
彼
ら

が
「
伝
道
者
」
と
し
て
そ
れ

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が

変
革
の
担
い
手
に

サ
ン
ヴ
ィ
ー　

こ
の
「
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」
が
実
現

し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？

星
野　

私
の
願
い
な
の
で
す

が
、
今
よ
り
多
く
の
人
が
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
を
知
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

戸
坂　

多
く
の
人
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
を
通
じ
て
幸
せ
に
な
り
、

生
き
る
希
望
を
持
つ
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。

サ
ン
ヴ
ィ
ー　

私
が
そ
の
質

問
を
し
た
の
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。
長
く
勤
め
て
い
る

職
員
に
と
っ
て
、
変
革
を
受

け
入
れ
る
の
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

何
が
変
わ
る
の
か
を
具
体
的

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
、

そ
れ
が
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
変
化
を
起
こ
そ
う
と

す
る
動
機
に
な
る
の
で
す
。

（
２
面
へ
続
く
）

座談会出席者（前列左から）星野太郎総主事、中元美佳さん、ラズバン・サ
ス主事、カルロス・サンヴィー総主事、戸坂昇子さん。後列は通訳のクリス
トファー・ホーランドさん

　

６
月
25
日
、
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
の
カ
ル
ロ
ス

・
サ
ン
ヴ
ィ
ー
総
主
事
と
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０

３
０
」
推
進
担
当
の
ラ
ズ
バ
ン
・
サ
ス
主
事
を
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
迎
え
し
、
２
０
３
０
年
の
ビ
ジ

ョ
ン
や
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

世界のＹＭＣＡが一つになる世界のＹＭＣＡが一つになる
We Are One YMCA

世界ＹＭＣＡ同盟
カルロス・サンヴィー総主事
ラズバン・サス主事

東京ＹＭＣＡ
星野太郎総主事
戸坂昇子さん（本部事務局長）
中元美佳さん（広報室）
クリストファー・ホーランドさん

（通訳、東京ＹＭＣＡ ＴＹＩＳ・Ｋｉ
ｄｓ Ｇａｒｄｅｎ ＭＤ）

出　席　者

4つの柱
１．Community Wellbeing（コミュニティーウェ

ルビーイング）
２．Meaningful Work（やりがいのある仕事と雇

用環境の創造）
３．Sustainable Planet（持続可能な地球のために）
４．Jus t World（公正な世界の実現

のために）

5つの行動指針
１．ユースが輝く場をつくります
２．地域とともに歩みます
３．多様性のある場を大切にします
４．子どもの未来のために環境を守ります
５．活動の基盤となる組織を強くし

ます

世界ＹＭＣＡ「VISION 2030」

「TOKYO YMCA VISION 150」

世界ＹＭＣＡ「VISION 2030」の詳細はこちら

「TOKYO YMCA VISION 150」の詳細はこちら

世界ＹＭＣＡ同盟
×

東京ＹＭＣＡ  
座 談 会

毎月10日発行　第825号（通巻1329号）

2025

創立1880年

〒169−0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18
　　　日本キリスト教会館6階
Tel	 03−6302−1960
URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
　　　　東京YMCA
発行人　星野太郎

みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京ＹＭＣＡの使命
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教
の
価
値
観
に
触
れ
、
西
洋

文
化
に
見
識
が
高
い
青
年
た

ち
に
よ
り
、
日
本
の
青
少
年

の
育
成
を
願
っ
て
誕
生
し
ま

し
た
。
１
８
８
０
年
の
創
立

当
初
か
ら
、「
国
際
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
共
に
あ
り

ま
す
。

　

北
米
に
留
学
し
て
い
た
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
主
事
・
大
森

兵
蔵
が
、
ア
メ
リ
カ
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
考

案
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
日
本

に
紹
介
し
普
及
さ
せ
た
こ
と

は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
レ

ス
リ
ン
グ
、
器
械
体
操
、
デ

ン
マ
ー
ク
体
操
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
な
ど
、
日
本
で
は
ま
だ

馴
染
み
の
な
か
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
を
次
々
に
紹
介
し
、
多
く

の
青
少
年
に
楽
し
い
体
育
活

動
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
指
導
者
養
成
に
も
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

　

１
８
９
０
年
に
は
「
青
年

夜
学
校
（
後
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
英
語
専
門
学
校
）」
を
開

設
し
、
多
く
の
青
年
が
英
語

を
学
び
ま
し
た
。　

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

20
年
以
上
交
流
を
続

け
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ビ
ク

タ
ー
・
セ
ル
ブ
ロ
フ
総

主
事
が
６
月
27
日
、

初
め
て
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
を
訪
れ
、
山
手
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
活
動
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。
両
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
交
換
や
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア

ー
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
に
よ
る
交
流

な
ど
で
平
和
な
時
代
か
ら
親

し
い
関
係
を
築
き
、
ロ
シ
ア

と
の
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。

戦
時
下
の
活
動

　

戦
時
下
で
は
生
活
や
子
ど

も
の
活
動
が
大
き
く
制
限
さ

れ
、
医
療
・
教
育
施
設
、

発
電
所
な
ど
重
要
イ
ン
フ
ラ

の
半
分
以
上
が
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
ウ
ク
ラ
イ

人
を
大
切
に
す
る
歩
み

人
を
大
切
に
す
る
歩
み

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
施
設
に

は
、
日
々
多
く
の
方
が
訪
れ

ま
す
。
語
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、

保
育
、
野
外
活
動
な
ど
、
出

会
い
や
学
び
の
場
を
通
し
て

人
と
つ
な
が
り
、
自
ら
を
成

長
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
に
良

い
影
響
を
も
た
ら
す——

。

そ
れ
は
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

目
指
す「
共
に
生
き
る
社
会
」

の
か
た
ち
で
す
。

　

創
立
か
ら
約
１
５
０
年
、

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
な
が
ら
も
、「
人

を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
基

本
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
歩
み
の
背
景
に

は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
い
う
国
際

的
な
団
体
だ
か
ら
こ
そ
果
た

せ
る
役
割
や
使
命
が
あ
り
ま

す
。グ

ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
て

ワ
ー
ク
を
生
か
し
て

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
明
治

維
新
直
後
の
新
た
な
日
本
を

模
索
す
る
中
で
、
キ
リ
ス
ト

　

健
康
教
育
や
英
語
教
育
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
事
業

は
、
世
界
的
な
青
少
年
団
体

で
あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
世
界
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
共
に
学
び
、
協

力
し
、
研
鑽
し
な
が
ら
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

共
に
生
き
る
力
を
育
む

共
に
生
き
る
力
を
育
む

　

現
在
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

お
い
て
も
、「
国
際
」
の
視

点
は
明
確
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
英

語
幼
児
園
の
運
営
だ
け
で
な

く
、
海
外
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ

ン
プ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た
国

際
交
流
、
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
（
英
語
教
室
）
の
生

徒
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
子
ど
も
た
ち
と
の
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
交
換
、
若
者
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
大
会
へ
の
派

遣
な
ど
、
多
様
な
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
、

子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
世
界

に
触
れ
、
自
然
に
異
文
化
交

流
・
共
生
を
身
に
つ
け
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
考
え
行

動
で
き
る
大
人
に
成
長
す
る

こ
と
で
す
。

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の

サ
ポ
ー
ト
も
重
要
で
す
。
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
外
国
に
ル

ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
過
ご

せ
る
居
場
所
づ
く
り
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
語

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
の
子
ど
も
た
ち
の
継
続
的

な
教
育
支
援
に
加
え
、
災
害

や
紛
争
な
ど
の
非
常
時
に
は

日
本
国
内
で
募
金
を
呼
び
か

け
、
い
ち
早
く
現
地
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
生
活
・
復
興
支
援
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
活

動
の
根
本
に
は
、
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
「
共
生
」
の
理
念

が
あ
り
ま
す
。

変
わ
る
社
会
の
中
で

変
わ
る
社
会
の
中
で

守
り
続
け
た
い
価
値

守
り
続
け
た
い
価
値

　

近
年
、
東
京
の
外
国
人
居

住
者
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
地
域
の
多
様
性
は
確
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
文
化
や

言
語
の
違
い
に
戸
惑
う
外
国

人
に
と
っ
て
、
生
活
情
報
、

制
度
、
災
害
対
応
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
う

し
た
社
会
の
変
化
を
見
据

え
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た
新

し
い
取
り
組
み
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
国
や
文
化
、
世
代

の
違
い
を
超
え
て
支
え
合
う

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
で
、「
す
べ
て
の
人
が

健
康
で
、
幸
せ
に
生
き
る
社

会
」
を
目
指
し
、
地
域
に
根

ざ
し
な
が
ら
国
際
的
な
感
覚

を
持
ち
続
け
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ
存
在
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

③

人
を
育
て
、
世
界
へ
つ
な
ぐ

変
わ
り
続
け
る
社
会
の
中
で
も
揺
ら
ぐ
こ

と
の
な
い
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
価
値
を
︑
そ
の
時
々

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
︒

TYIS（東京ＹＭＣＡインター
ナショナルスクール）・Kids 
Garden（英語幼児園）　
マネージングディレクター
クリストファー・ホーランド

ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
２
つ
の
ハ
ブ

拠
点
を
設
置
し
、
物
資
や
人

道
支
援
を
届
け
、
応
急
処

置
講
座
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、国
内
避
難
民
用
の
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
５
つ
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

な
ど
の
職
業
訓
練
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

癒
し
の
キ
ャ
ン
プ

　　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
２
０

２
５
年
６
月
ま
で
に
送
ら
れ

た
合
計
７
万
ド
ル
（
＝
約
一

千
万
円
）
の
支
援
に
よ
り
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
子
ど
も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

キ
ャ
ン
プ
が
実
現
し
、
数
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
屋
外

活
動
は
危
険
な
た
め
、
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
や
音
楽
、
読
書

会
、
室
内
ゲ
ー
ム
な
ど
屋
内

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
で
子
ど

も
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
安

全
な
場
所
で
行
わ
れ
る
キ
ャ

ン
プ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
と
安
心

を
も
た
ら
し
ま
す
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
親
も

心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
心
を
回
復
さ
せ
、
未
来

へ
の
希
望
を
持
た
せ
る
大
切

（
１
面
の
続
き
）

中
元　

お
二
人
に
お
会
い
し

て
、
世
界
と
の
つ
な
が
り

や
、
同
じ
方
向
に
進
ん
で
い

く
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的

に
動
く
た
め
に
、
変
化
の
目

的
の
共
有
以
外
に
大
切
な
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

サ
ン
ヴ
ィ
ー
　
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
は
、
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
い

う
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
大
切
な
一

粒
で
す
。
そ
の
美
し
い
輝
き

を
、
私
た
ち
全
員
が
世
界
の

た
め
に
用
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
し
こ
の
一
粒
が

な
く
な
れ
ば
、
全
体
が
崩
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
私

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
の

エ
ー
ル

戸
坂　

東
京
は
世
界
と
つ
な

が
る
大
都
市
で
あ
り
、
変
化

の
ス
ピ
ー
ド
も
非
常
に
速

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

都
市
で
活
動
す
る
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
へ
の
期
待
は
あ
り
ま
す

か
。

サ
ン
ヴ
ィ
ー　

日
本
や
東
京

の
存
在
感
が
や
や
薄
れ
つ
つ

あ
る
中
で
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」 

に
よ
っ
て
再
び
前
面
に
立

ち
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

サ
ス　

今
、
多
く
の
動
き
が

ア
ジ
ア
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
日
本
は
今

後
、
世
界
の
在
り
方
を
形
作

る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
今

回
の
訪
問
で
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル

で
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
活

動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
世
界
中
の

多
く
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
皆
さ
ん

か
ら
学
び
、
交
流
し
、
つ
な

が
る
こ
と
に
非
常
に
関
心
を

持
つ
は
ず
で
す
。
皆
さ
ん
も

ま
た
、
他
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ

な
が
り
、
学
び
合
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。

　

日
本
の
文
化
で
は
自
己
主

張
を
控
え
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
「
自
分
た
ち

が
一
番
だ
」
と
主
張
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
他
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
を
励
ま
し
、
刺
激
を
与
え

る
行
動
で
す
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
は
、
そ
の
力
が
あ
り
ま

す
。
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て

も
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん
と

手
を
取
り
合
い
、
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

星
野　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、

世
界
に
目
を
向
け
な
が
ら

も
、
ま
ず
は
地
域
に
根
差
し

た
行
動
を
大
切
に
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。
こ
の
座
談
会

を
通
し
て
、
東
京
と
い
う
都

市
の
可
能
性
や
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

サ
ス　
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５

０
」
は
、「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３
０
」
の
柱
や
目
標
に

し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い

て
、
と
て
も
良
い
ア
プ
ロ
ー
チ

だ
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、

長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
さ

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
よ
う

に
、「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０

３
０
」
を
こ
こ
ま
で
読
み
解

き
、
具
体
的
な
実
行
計
画
に

落
と
し
込
ん
で
い
る
ロ
ー
カ

ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
稀
で
す
。
ぜ

ひ
そ
の
取
り
組
み
を
世
界
に

発
信
し
、
他
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

モ
デ
ル
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
ま
と
め　

広
報
室
）

な
活
動
で
す
。
戦
争
に
よ
っ

て
安
全
な
遊
び
場
や
集
え
る

場
所
が
減
る
中
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

は
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
お

り
、
支
援
金
は
そ
の
運
営
を

支
え
る
重
要
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

も
必
要
で
す
が
、
今
年
は
資

金
難
で
、
給
与
や
被
害
を
受

け
た
ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
の
修
理

費
も
出
せ
な
い
状
況
で
す
。

仲
間
か
ら
も
ら
う

勇
気
と
希
望

　

ビ
ク
タ
ー
・
セ
ル
ブ
ロ
フ

総
主
事
は
、「
私
た
ち
が
提

供
す
る
読
書
ク
ラ
ブ
や
英
語

ク
ラ
ブ
、
映
画
鑑
賞
会
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
若
者
た
ち
は
『
人
生
は

止
ま
っ
て
い
な
い
』『
普
通
の

生
活
は
戻
っ
て
く
る
』
と
い

う
感
覚
を
持
て
る
の
で
す
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
継
続

的
な
支
援
は
、
私
た
ち
の
活

動
を
続
け
る
た
め
の
大
き
な

支
え
で
す
。
資
金
以
上
に
、

遠
く
離
れ
た
仲
間
が
私
た
ち

を
思
い
、
行
動
し
て
く
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
が
、
ス
タ
ッ

フ
や
若
者
た
ち
の
勇
気
と
希

望
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と

深
い
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

は
、困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も

「
希
望
を
育
て
る
場
」
で
あ

り
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
今
後

も
そ
の
歩
み
を
共
に
支
え
て

い
き
ま
す
。        （
広
報
室
）

ウクライナＹＭＣＡ総主事による活動報告会

報告会で話すセルブロフ総主事

セルブロフ総主事（前列中央）を囲む報告会参加者

友情の握手を交わす星野太郎総主事（左）と
ビクター・セルブロフ総主事

東京ＹＭＣＡの友情に感謝東京ＹＭＣＡの友情に感謝
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６
月
29
日
～
７
月
３
日
、

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
世
界
大
都
市
会

議
」
が
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開

催
さ
れ
た
。
世
界
各
地
か
ら

総
主
事
や
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
が
集
い
、
研
修
・
交
流
・

情
報
交
換
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
会
議
で
、
初
回

は
46
年
前
に
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
開
催
さ
れ
た
。
現
在
は
、

国
際
関
係
の
強
化
を
望
む
中

小
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
多
く
参
加

し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
世
界
25
ヵ
国
か

ら
１
０
３
人
、
日
本
か
ら
は

大
阪
、東
京
、横
浜
、埼
玉
、

同
盟
よ
り
12
人
が
参
加
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
変
革
に
向
け
て
の
促
進
」。

６
月
30
日
の
基
調
講
演
で

は
、
米
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
あ
る
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
パ
ティ
氏

が
「
変
革
と
は

過
去
を
す
べ
て
否

定
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
何
か
を
残

し
、
何
か
を
捨
て
、
新
た
に

何
か
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

あ
る
」
と
、
変
革
の
定
義
を

述
べ
た
。

　

ま
た
、
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

運
営
す
る
水
都
国
際
高
校
の

生
徒
た
ち
が
参
加
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、「
世
界
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
が
若
者
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

調
査
し
た
。
最
終
日
の
発
表

で
は
、
世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
だ
け
で
な

く
若
者
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
若
者
に
対
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
必
要
不
可
欠
と
語

ら
れ
た
。

　大阪で開催された「ＹＭＣＡ世界大都
市会議」（＝左下参照）のために来日した
各国ＹＭＣＡの代表が、�月下旬から�月
上旬にかけて、東京ＹＭＣＡを訪問・視察
しました。日頃交流の少ないＹＭＣＡから
の来訪もあり、貴重な交流のひとときと
なりました。来訪者をご紹介します。

６
月
27
日
〜
28
日

海 外 来 訪 者

（前列左から）瀬戸口潔さん（ボランティアリーダー）、
Trang Truong-Hillさん、Nam Boo Won総主事、江尻
明子さん（多文化共生スペース▽さんかくMD）、松本
数実さん、（後列左から）鈴木俊明さん、鬼塚優さん

（▽さんかく）、Thomas Valentine副理事長、押山愛
紀子さん（芝浦学童）、カイザー嶺さん（ボランティアリ
ーダー）、杉野歌子さん（日本ＹＭＣＡ同盟）

（前列左から）Viktor Serbulov総主事、星野太郎総主事、
（後列左から）戸坂昇子さん（本部事務局長）、田所悦子
さん（広報室）

（左から）戸坂昇子さん、松本竹弘副総主事、Christina 
Neglia総主事、松本数実さん（国際・総合教育事業部統括）

（左から）松本竹弘副総主事、Karla Rosadoさん、池
田麻梨子さん（国際・総合教育事業部MD）

6月27日

6月25日

6月20日

7月7日

7月7日

7月11日

（左から）Peter Nasir総主事、
松本竹弘副総主事

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

V
i
k
t
or 

S
e
r
b
u
l
o
v

総
主
事

ニュージーランドセントラルＹＭＣＡ
Anthony de Rose総主事ご夫妻

ラテンアメリカ＆カリブＹＭＣＡ
Karla Rosadoさん

世界ＹＭＣＡ同盟
Carlos Sanvee総主事
Razvan-Victor Sassuさん

（左から）Carlos Sanvee総主事、星野太郎総主事、
Razvan-Victor Sassuさん

（左から）柳原みずきさん（国際・総合教育事業部AD）、
Anthony de Rose総主事、ご夫人

アジア・太平洋ＹＭＣＡ同盟
Nam Boo Won総主事

アメリカＹＭＣＡ
Thomas Valentine副理事長
Trang Truong-Hillさん

サンパウロＹＭＣＡ
Christina Neglia総主事

東
エ
ル
サ
レ
ム
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

Pe
t
e
r     

N
a
s
i
r
総
主
事

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
　

星
野
太
郎

野
の
花
、
空
の
鳥

　

「
よ
く
燃
え
そ
う
だ

な
」。
小
学
４
年
生
の
夏

休
み
明
け
、
自
由
制
作
で

私
が
作
っ
た
〝
ロ
ビ
ン
ソ

ン
ク
ル
ー
ソ
ー
の
小
屋
〟

を
見
た
友
達
の
一
言
。
骨

組
み
は
割
り
ば
し
、
屋
根

と
壁
は
す
べ
て
マ
ッ
チ

棒
、
木
だ
け
で
作
っ
た
高

さ
20
㎝
ほ
ど
の
渾
身
の
作

品
で
し
た
。
彼
の
言
葉
に

ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
、
つ
ま

よ
う
じ
を
使
え
ば
よ
か
っ

た
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

夏
休
み
は
何
か
に
没
頭

で
き
る
時
間
。
制
作
の
他
に

も
水
遊
び
、
魚
採
り
、
ク
ワ

ガ
タ
採
り
に
も
明
け
暮
れ
ま

し
た
。
ど
れ
も
が
自
分
を
満

た
し
て
く
れ
る
貴
重
な
時
間

で
し
た
。
そ
う
、
夏
は
子
ど

も
た
ち
の
〝
や
り
た
い
〟
が

満
た
さ
れ
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
夢
中
に
な
れ
る
時
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
も
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
夏
を

過
ご
す
子
ど
も
た
ち
が
大
勢

い
ま
し
た
。
学
校
が
な
い
期

間
中
、
子
ど
も
た
ち
は
一
日

の
大
半
を
こ
こ
で
過
ご
し
ま

す
。
猛
暑
に
よ
り
屋
外
で
過

ご
せ
る
時
間
が
乏
し
い
の
が

残
念
で
す
が
、
そ
れ
で
も
子

ど
も
た
ち
は
時
に
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
思
い
思
い
の
毎
日

を
楽
し
み
ま
す
。
で
す
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
夏
休
み
は

大
仕
事
で
す
。

　

そ
ん
な
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

作
成
し
た
運
営
指
針
に
は

「
子
ど
も
た
ち
の
や
り
た
い

・
し
た
い
が
実
現
で
き
る
施

設
に
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
の
〝
や
り
た
い
・

し
た
い
〟
の
実
現
を
ス
タ
ッ

フ
や
仲
間
が
応
援
し
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
場
所
で
あ
る
こ

と
は
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
く
心
強

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
の
作

〝
や
り
た
い
〟
が
叶
う
場

品
も
つ
ま
よ
う
じ
を
使
う

ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
耐
火

性
が
増
し
、
一
人
で
進
め

た
制
作
の
時
間
は
も
っ
と

楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
に
よ
る

と
、
全
国
の
学
童
保
育
の

児
童
数
は
今
年
１
５
６
万

８
５
８
８
人
で
過
去
最

多
。
共
働
き
家
庭
の
増
加

で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
要
因
の
よ
う
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
輝
け

る
居
場
所
と
し
て
、
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
学
童
ク
ラ
ブ
が
応

え
る
べ
き
ニ
ー
ズ
と
果
た

す
べ
き
役
割
は
と
て
も
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
に
は
万
博
を
訪

れ
、
そ
の
施
設
で
、
数
カ
国

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
地
域
の
現

状
が
報
告
さ
れ
た
。

　

２
日
は
、
特
筆
す
べ
き
活

動
が
紹
介
さ
れ
た
。
米
国
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
緑
を
増
や
す
活
動

と
Ａ
Ｉ
へ
の
対
応
、
ケ
ニ
ア
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
気
候
変
動
に
応
じ

た
農
業
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
若
者
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
能
登
半
島
被
災
地
支
援

（
発
表
者
は
星
野
総
主
事
）、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

働
き
方
改
革
、
メ
キ
シ
コ
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
と
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
「
二
つ
の
国
、
一
つ

の
コ
ミ
ュニ
ティ
ー
」で
あ
る
。

な
か
で
も
メ
キ
シ
コ
と
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
の
国
境
を
越
え
た
活

動
は
大
き
な
注
目

を
集
め
、「
国
境

は
壁
で
は
な
く
ド

ア
で
あ
る
」
と
締

め
く
く
ら
れ
た
。

　

３
日
は
、「
ト
ロ

イ
カ
」
と
呼
ば
れ

る
３
人
で
の
グ
ル

ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
変
革
に
向
け
て
課
題
を
共

有
し
、
提
案
し
合
っ
た
。
フェ

ア
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
前

述
の
高
校
生
に
よ
る
ソ
ー
ラ

ン
節
の
披
露
や
茶
道
体
験
な

ど
、
日
本
文
化
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

会
議
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
情
報
共
有
や
交
流
は
、
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
日
本

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
世
界
の
Ｙ
Ｍ

【
理
事
】（
７
名
）

飯　

靖
子

石
川　

理

榊
原
正
人

綿
引
康
司

星
野
太
郎
（
代
表
理
事
）

戸
坂
昇
子
（
業
務
執
行
理
事
）

松
本
竹
弘
（
業
務
執
行
理
事
）

【
監
事
】（
２
名
）

進
藤
重
光

西
川
嗣
夫
＊

公
益
財
団
法
人　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

役
員
改
選

　

 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
世
界
大
都
市
会
議

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
交
わ
り
、学
び
合
っ
た
５
日
間

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
交
わ
り
、学
び
合
っ
た
５
日
間

西
川
嗣
夫

①
公
益
財
団
法
人
早
稲
田
奉
仕
園
理
事

　

公
益
財
団
法
人
ウ
ェ
ス
レ
ー
財
団
理
事

②
日
本
基
督
教
団
四
街
道
教
会

③
元
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
評
議
員

片
岡
平
和

①
公
益
財
団
法
人
早
稲
田
奉
仕
園
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

②
日
本
基
督
教
団
早
稲
田
教
会

③
学
生
時
代
に
学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
夏
期
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
参
加

倉
友　

粋

①
Ｓ
ｅ
ｐ
ｔ
ｅ
ｎ
ｉ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

③
リ
ー
ダ
ー
Ｏ
Ｇ
・
広
報
委
員
・
中
期
計
画

策
定
委
員

蒔
田
敏
雄

①
公
益
社
団
法
人
日
本
児
童
青
少
年
演
劇
協
会

②
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟 

渋
谷
バ
プ
テ
ス

ト
教
会

③
会
員
部
運
営
委
員
長
・
山
手
学
舎
運
営
委
員

【
監
事
】

【
評
議
員
】

公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

役
員
・
評
議
員
一
覧　

＊
は
新
任

▼
評
議
員
会
は
、
事
業
内
容
や
予
算
な
ど
法
人

全
般
に
か
か
る
決
議
権
を
も
つ
、
い
わ
ば
最
高

決
議
機
関
。
理
事
・
監
事
も
評
議
員
会
が
選
任

す
る
。

▼
理
事
会
は
、
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
決
定
権

の
ほ
か
、
代
表
理
事
等
の
選
任
や
解
職
の
決
定

権
を
も
つ
。
理
事
の
任
期
は
２
年
、
評
議
員
は

４
年
。
再
任
は
妨
げ
な
い
。

①
職
業　

②
所
属
教
会　

③
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
係

◇
退
任
者
（
任
期
満
了
）
◇　

伊
藤
幾
夫
（
監
事
）

能登半島被災地支援活動につ
いて発表する星野太郎総主事

Ｃ
Ａ
か
ら
学
ぶ
も
の
は
大
き

く
、
今
後
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
活
動
に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い

き
た
い
。
私
は
４
度
目
の
参

加
で
あ
っ
た
が
、「
よ
い
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
は
、
よ
い
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
、
よ
い
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、

よ
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
、
今
回
も
再
認

識
し
た
。

（
国
際
・
総
合
教
育
事
業
部

　

統
括　

松
本
数
実
） 国や世代を超えた、真剣かつ

和やかな会議の場

【
評
議
員
】（
18
名
）

青
山
鉄
兵

上
田
晶
平

尾
崎
久
美
子

小
原
史
奈
子

上
條
直
美

草
分
俊
一

古
賀　

博

佐
渡
加
奈
子

篠
田
真
紀
子

東
矢
高
明

中
内
俊
一
郎

中
村
基
信

長
谷
川
康
一

林　

正
人

堀
口
廣
司

片
岡
平
和
＊

倉
友　

粋
＊

蒔
田
敏
雄
＊

新
任
役
員
等
紹
介 

公益財団法人東京ＹＭＣＡ
は６月19日の「定時評議員
会」で、理事・監事・評議
員の改選が決議されました。
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　東京ＹＭＣＡは、「青少年の成長」「誰もが自分らしくいられる社会とな
ること」を願い、キャンプ・保育・国際・ウエルネスなど、さまざまな分
野で活動をしています。それぞれの活動やイベント情報などをSNSで発信
していますので、ぜひ多岐に渡るＹＭＣＡの取り組みをご覧ください。

ワイズコーナー
Y ’ S  M E N ’ S  C L U B

Vol.30

　去る8月1日から
3日にかけて、熊本
で第31回アジア太
平洋地域大会が開
催されました。同
大会には、世界18
ヵ国・地域から540
人を超える仲間が
参加し、ＹＭＣＡ
を支援する「世界
につながるワイズ
メン」をまさに体現する機会となりました。大会プログラムとしては、ア
ジア太平洋地域会長の就任式、ワイズメンズクラブ国際協会の現況報告、
アジア太平洋地域の活動報告などが行われました。

京都パレスクラブの大野嘉宏氏からは、「ワイズによるラオスでのＹＭ
ＣＡの設立」について、進捗状況や今後の課題についての基調講演があり
ました。ラオス人民民主共和国にＹＭＣＡを設立するために、東京ＹＭＣ
Ａ国際ホテル専門学校の協力を得て、まずホテル学校を設立することを計
画。来年にはオープンするようですが、現地にＹＭＣＡを設立し、ワイズ
メンズクラブを立ち上げるためにはまだまだ道のりが長いようです。しか
し、困難に立ち向かいながらも、多くのワイズメンの支援を得て、粘り強
く目標に向かって活動を続けている姿に、ワイズ運動の意義や素晴らしさ
を感じるとともに、微力ながらもできる限りのお手伝いをしたいと思いま
した。その他、国際兄弟クラブ（International Brother Club）の締結式
やショートビデオコンテストの表彰なども行われたりして、国際大会なら
ではの盛りだくさんの内容でした。

元アジア太平洋地域会長　利根川恵子（川越ワイズメンズクラブ）

世界につながるワイズメンズクラブ（3）

■早天祈祷会（10月）■
会員有志が聖書について自分の考え
などを語る「奨励」の後、皆で祈り
讃美歌を歌います。クリスチャンで
ない方もお気軽にどうぞ。
日　時：2025年10月１日（水）

7：00～8：00
奨励者：神谷幸男氏

　　（東京西ワイズメンズクラブ）
会　場：山手センター／オンライン
問合せ：会員部（03-6278-9071）

小学生の親子を対象に、わくわくビレッジの森やビオトープにいる生き物の調査を行います。
調査隊になって双眼鏡や顕微鏡を使用して、観察するだけでなく、パパやママのスマートフォンで生き物
の写真を撮って調べたり、みんながわかるように情報の共有化を図ったりします。
前回作った「BEE HOUSE」のその後の様子や、歩きまわる昆虫をとらえる罠、「ベイトトラップ」にどん
な生き物がいるのかも観察します。そして、外来植物であるセイタカアワダチソウなどの駆除も行います。
子どもも大人も、専門家の方に教わりながら、普段できない研究調査を行いますので、この機会にぜひ
調査隊の一員になってみませんか？

詳しくはお電話またはフロントにてご確認ください詳しくはお電話またはフロントにてご確認ください

体験型活動事業 「わくビレ自然調査隊　秋」「わくビレ自然調査隊　秋」    開催日　 ����年��月��日（土） 　　時　間　 ��時～��時
   対　象　 子どもが小学生の親子
   定　員　 ��組　※定員を超える場合は抽選
   費　用　 ひとり �,���円（税込）　※昼食代含む

 （大人１名 子ども２名の場合は�,���円）
   申込み　９月１日（月）～ ��月��日（月）

応募方法：メール(event@wakuwaku-village.com)に以下を記入の
上ご応募ください。➀参加者全員の氏名（ふりがな）➁年齢/学年➂郵
便番号・住所➃電話番号➄何でイベントをお知りになりましたか？

　「会員」とは、東京ＹＭＣＡの主旨に
賛同し、会費によって活動を支えてくだ
さる方のことです。ＹＭＣＡは、青少年
の健全な成長をサポート
し、地域社会に奉仕し、
公正で平和な世界をつく
るために、より多くの会
員と共に活動していける
ことを願っています。 詳細はこちら

会員のご案内

※「愛恵エッセイ」は、受賞作品を「エッセイ集」にま
とめて配布することで社会への問題提起や福祉意識の拡
大、アイディアの提供を図ることを目的としています。

詳細はこちら

　東京ＹＭＣＡは公益財団法人愛恵福祉
支援財団と共催し、今年もエッセイを公
募いたします。日常生活から得た気づき
や提案をぜひお聞かせください。どなたでも応募いただけます。

【テーマ】—失
な

くしたくないもの—
【締　切】２０２5年１１月１4日（金）必着　
【対　象】�学生の部、専門職の部、一般の部、外国籍の部
【表　彰】�最優秀賞、優秀賞、佳作（賞状と賞金を贈ります）
【応募先】�東京ＹＭＣＡ会員部内「エッセイ募集係」

　（kaiin@tokyo ymca.org）

「ラオスにＹＭＣＡを」と題して講演する大野嘉宏氏（左）、西村隆夫元国
際事務局長（中）、小畑貴裕東京ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校校長（右）

東京YMCA公式SNS

東京ＹＭＣＡメルマガ
登録募集中

　東京ＹＭＣＡのプ
ログラムやボランテ
ィアなどの情報をお
届けします。月１～２
回の不定期配信。 登録はこちら

ミャンマー地震緊急支援募金
　３月２８日に発生したミャンマー大地震
の被災地支援のため、期間を延長して緊急
支援募金を行っています。
　皆さまのご協力をお願いいたします。

【お問合せ】東京ＹＭＣＡ会員部（０３-６２７８-９０７１）

【募金期間】２０２５年９月３0日まで
【募金の送金先】
◆�三井住友銀行　神田支店

普通　７６３１４８６
ザイ）トウキョウワイエムシイエイ

◆�web募金はこちら（クレジットカード払い）

被災したネピドーＹＭＣＡ

募金の詳細は
こちら

9月末まで！

https://www.instagram.
com/tokyoymca/ 

Instagram 

https://x.com/Tokyo_
YMCA 

x（旧Twitter）

https://www.facebook.
com/tokyoymca

 Facebook

～豊かな福祉社会を創るために～
第27回愛恵エッセイ募集

東 京 Y M C A （4）第825号202５年9月1０日

INFORMATION


